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愛護週間親子で学ぶ

献花竜に花を供える献眼者の遺族ら＝熊本市東区

を

義

戦

慶一、

・▼

篭

▼

動
物
の
命
愛
情
注
い

動
物
愛
護
適
窃
二
頭
㌢
涙

、
・
　
－
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‥
・

爪
宇
′
穣
雲
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト

が
封
日
、
熊
漆
簡
素
区
健
等

の
市
動
植
物
閲
で
開
か
れ
、

親
子
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
っ

ハ
∴
篭
凛
讐
一
－
零

た。
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犬
猫
愛
野
輪
に
つ
け
る
遠
手
札
」
作
り
を
す
る
親
子
連
れ

＝
熊
本
市
東
区

同
園
と
獣
医
師
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
つ
く
る
市

動
物
愛
護
推
進
協
議
会
が
開

嘩
言
了
タ
シ
ョ
ッ
プ
や
パ

ネ
ル
竪
琴
勺
1
5
歳
以
上
の
長

寿
犬
猫
の
表
彰
や
ペ
ッ
ト
の

相
談
会
な
ど
が
あ
っ
た
n

ペ
ッ
ト
と
離
れ
離
れ
に
な

る
の
を
防
ぐ
「
迷
子
札
」
作

目
あ
コ
盲
ナ
盲
で
は
、
参
加

者
が
首
輪
に
着
揺
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
板
（
縦
5
誓
∵
構
H

誓
）
に
犬
猫
の
名
前
や
連
絡

先
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い

、環〉
2
歳
の
犬
を
飼
う
秋
田
洋

子
さ
ん
（
舶
）
は
「
迷
子
に
な

っ
て
も
、
自
宅
に
戻
っ
て
来

て
ほ
し
い
」
。
長
女
の
真
穂

さ
ん
（
押
返
愛
犬
の
似
顔
絵

を
措
き
「
上
手
に
で
き
た
」

と
喜
ん
で
い
た
一
‥
－束

村
黄
土
）

角
膜
移
植
の
普
及
と
啓

発
活
動
を
進
め
る
熊
本

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
前

田
実
生
会
長
）
な
ど
が

5
年
に
1
回
開
い
て
お

り
、
今
回
は
約
8
0
人
が
出

席
。
前
田
会
長
ら
が
献

r

星

角
膜
移
植
に
協
力

献
眼
者
6
6
人
慰
霊

角
膜
移
植
に
協
力
し
た

献
眼
者
の
合
同
慰
霊
式
が

2
3
日
、
熊
本
市
東
区
健
等

の
市
勤
植
物
園
で
あ
っ

た
。
2
0
1
3
年
9
月
の

前
回
慰
霊
式
後
、
県
内
で

新
た
に
献
眼
し
た
人
の
ら

ち
遺
族
の
了
解
が
得
ら
れ

た
6
6
人
に
感
謝
の
祈
り
を

さ
さ
げ
た
ハ
1

眼
者
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、
献
花
台
に
花
を
供
え

J二．・

遺
族
代
表
で
あ
い
ま
っ

し
た
棄
塵
釘
の
本
山
長
政

さ
ん
完
璧
は
ユ
月
に
父
奉

書
さ
ん
豊
し
く
し
、
「
父

は
豊
別
か
ら
帝
眼
の
意
思

を
衰
し
て
い
た
。
必
要
と

す
る
方
々
の
役
に
立
ち
天

啓
で
蕎
ん
で
い
る
と
思

う
」
と
藷
し
た
ゥ

角
膜
移
植
の
対
象
は
病

気
や
事
故
で
視
力
に
障
害

が
残
っ
た
人
た
ち
。
主
催

者
に
よ
る
と
、
県
内
は
約

1
3
0
人
が
移
植
を
待
っ

て
い
る
√
ノ
動
植
物
園
内
の

慰
霊
碑
に
名
前
が
刻
ま
れ

た
県
内
の
献
眼
者
は
、
こ

れ
ま
で
に
約
5
7
0
人
。

（
木
村
恭
士
）


